・・・・・反応に関する研究　講演題目
＜1行あける＞
(新潟薬大応用生命科学)○新津太郎、薬大花子（所属）発表者全員の氏名＜講演者に○＞
＜1行あける＞

１．我々はこれまでに・・・・・・・・反応を行うことができることを見いだしている。本研究では・・・・・・・・

本文＜１ページ目はこの見本に従い、２ページ目はマージン部分を除いて全面をお使いください。＞

講演要旨は以下の点に注意して作成して下さい。

①
講演要旨はこのテンプレートへの上書きで作成して下さい。１行４０字、１ページ４０行、左右マージン各々２０mm、上マージン２０mm、下マージン２５mm、明朝系フォント１２ポイントに設定してあります。書式は変更しないようにお願いします。
②
原稿はA4判用紙を縦長において横書きで２枚以内。（但し、図表、写真、化学式を含む。図表、写真は縮小しても鮮明に表示されるものを用いて下さい）。原稿はB5版（86％）に縮小し、モノクロ印刷します。

③
講演番号を記入するため、１ページ目左上に25mm四方のスペースを空けて下さい。このテンプレートでは左上にテキストボックスを挿入してあります。また、１ページ目最下段に発表者全員の氏名のひらがなを記載して下さい。

④
文献（References）は原稿の末尾にまとめて記入して下さい。

⑤
このテンプレートに赤字で記したものは作成時に消去し、黒字の箇所は上書きして下さい。
⑥　Word形式とPDF形式の両方を、添付書類として、下のアドレスに送付して下さい。
　講演要旨締切：　２０１９年１０月２８日（月）必着
　送付時の件名：　「講演要旨提出」

　送付先：　yugoka.kanto@gmail.com
　送付時のファイル名：　「（講演番号）.pdf」及び「（講演番号）.doc」
（可能な限り、docx形式ではなくdoc形式として下さい。講演番号は１０月初旬頃に、このホームページで公開するプログラムでご確認下さい。）
＜１行あける＞

にいつたろう、やくだいはなこ　発表者全員の氏名＜ひらがな、１頁目のみ＞









